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＜連絡事項＞
・荷物受け取る際、患者家族から状態確認があった際には詳細を伝えてください。
　また看護師以外が対応し更に詳細が聞きたい場合は病棟へ架電して頂いてください。

・虐待啓発活動について掲示板に掲載されています。確認を。

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・澤田　昭久様～合併症室→東Bユニット

＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～内科医、主治医へ情報提供書記入依頼している。他科受診の調整していく。

・西舘　利彦様～同内容1日分処方。

・澤田　昭久様～持参センノシド錠適宜調整可能の指示あり。

・松川　謙一様～両手ミトン、離床時安全ベルトの使用許可有り。
・
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前はスタッフ付き添いにて入浴。午後は開放するも他室侵入等の迷惑行為あり、早めに終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。不満の訴え聞かれるも、対面時穏やか。不穏さなく、落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。
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＜柞木田Dr.診察＞
・豊川　京子様～血糖の推移確認し昼食決め打ちのランタス調整していくとの事。スライディングスケールは継続。眼脂著明であり、レボフロキサシンの点眼薬処方。嚥下障害あり、口腔ケアを重点的に行うよう指示あり。

・風張 久美子～手指振戦が著明となっている。リボトリール本日から増量。8日分処方。

・滝田　英人様～ラツーダ錠20ｍｇ 2 錠  1日1回　夕食後8日分処方。
　　　　　　　　昨日よりワソラン昼食後中止。夕食後のみ服用となる。
　　　　　　　　今後リハビリ開始する際、リハビリ時のみ心電図モニター装着の指示あり。
　　　　　　　　都度指示受けを。

・淵澤　和子様～ラツーダ漸減中止してオランザピンへ変更予定。ラツーダは4/28で飲み切り
終了。デエビゴはベルソムラへ変更となっている。

＜小倉Dr診察＞
・成田　富士子様～明日よりランタス決め打ち6E→7Eへ増量。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和6年4月23日　14：14
　氏　　名：松川　謙一（まつかわ　けんいち）様
　生年月日：昭和28年7月30日(70歳)
　病　　名：外傷性くも膜下出血、脳梗塞
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　
　＜経過＞
　　現在メディカルコート八戸西病院へ入院中。入院前は時折道を忘れる
　ことがあったが、それ以外で目立った物忘れ症状はなかった。令和6年
　1月15日転倒後後頭部打撲し、八戸赤十字病院救急外来受診。右頭頂葉
　皮下血腫との診断を受けたが、治療等無く帰宅し以後体調悪化は見られ
　ていなかった。同月23日、バスに乗車しようとした際に後向きに転倒。
　後頭部を打撲、意識消失あり、軽度の構音障害を認め、失神疑いで八戸
　赤十字病院へ救急搬送し、同日手術目的で同院入院。入院中新型コロナ
　ウィルス感染症、急性腎盂腎炎等に罹患。それらの治療後、症状も落ち
　着き、同年2月26日にメディカルコート八戸西病院へ転院。
　同院入院当初より、立って、座って等といった簡単な指示も通らない等
　理解力・判断力低下あり、会話中話のつじつまが合わない等失見当識様
　の発言あり。記憶力低下や見当識障害も認められ。リハビリ中指示が通
　らない、介入介助時興奮しスタッフを噛もうとする、昼夜逆転し夜間に
　大声をあげる等の問題行動もみられるようになった。上記の経過から、
　症状改善・専門治療を目的で東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
